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研究成果の概要： 静止画が動いて見える錯視に関与している脳領域を調べた。「蛇の回転」錯

視図を刺激として機能的ＭＲＩを用いてヒトの脳機能計測を行なったところ、ヒトＭＴ＋に有

意な活動の上昇が見られた。これは、静止画が動いて見える錯視に関与する主要な脳領域は、

視覚性運動処理の中枢の一つと考えられているヒトＭＴ＋であることを示唆する。また、「蛇の

回転」錯視の生起には眼球運動が関係しているという考え方を支持する結果が得られた。その

ほか、新型の静止画が動いて見える錯視が複数発見され、それらの特性は実験心理学的に検討

された。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究の目的は、視覚性運動知覚（運動視）
と静止の知 
覚の心理学的・生理学的メカニズムを深く知
る手がかりとして、静止画が動いて見える錯
視のメカニズムを調べることである。静止画
が動いて見える錯視とは、最近注目されるよ
うになってきた新しいタイプの錯視で、紙に
描いた図形やディスプレー上の静止画像の
全部あるいは一部が動いて見えるものであ
る。1986年にSpillmannらがオオウチ錯視（図
1）を報告して以来、数多くの新型が世界中

の研究者によって発見・報告されてきた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 オオウチ錯視。円形領域が動いて見える。 



 研究代表者・北岡の分類では、静止画が動
いて見える錯視には、少なくとも 10 種類以
上（亜種を含めると 20 種類以上）が知られ
ている。Kitaoka and Ashida (2007) には、
静止画が動いて見える錯視の暫定的な分類
表を示した。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、視覚性運動知覚（運動視）
と静止の知覚の心理学的・生理学的メカニズ
ムを深く知る手がかりとして、静止画が動い
て見える錯視のメカニズムを調べることで
ある。これらの錯視群のメカニズムの研究と
なると、新型の発見の勢いほどには進んでい
ない。 
 そこで本研究では、静止画が動いて見える
錯視における脳の機能的役割を明らかにす
ることを第一の目的とする。本研究のもう一
つの目的は、静止画が動いて見える錯視の眼
球運動との関係を明らかにすることである。 
 以上の目的の達成のために、静止画が動い
て見える錯視刺激として、「蛇の回転」図形
（図 2）を用いた。そのほか、新型の錯視の
発見とそれらの精緻化を目的とした。 

図 2 「蛇の回転」図形。周辺視では円盤がひとりでに反時計

回りに回転して見える。 
 
 
３．研究の方法 
 
 脳活動計測においては、機能的ＭＲＩ技術
を用い、主に視覚野のどの部位で錯視の運動
に関連する脳活動が変化するかを調べた。 
視覚刺激としては「蛇の回転」図形を３×３
に配置した図形と、類似の図形だが動きの錯
視を生じない統制図形の２つを用いた（図 3）。 
図 4は、統制図形では錯視的運動が起きない

理由を図解したものである。 
 

図 3 実験に用いた刺激。左は「蛇の回転」図形、右は統制図

形。 

図 4 「蛇の回転」は黒→青→白→黄→黒のパターンの方向に

動いて見える錯視である。統制刺激は、その錯視的運動を相

殺することで、全体的動きが見えない図形となっている。 
 
 
 視覚刺激の中央には被験者の注意状態を
統制するための注意課題を提示した。注意課
題を用いることにより、被験者が錯視図形に
注意を配分できない状態をつくり、いわゆる
ボトムアップ的な処理によって脳活動に変
化を生じる視覚野の部位を特定することを
試みた。さらに、眼球運動による網膜像の更
新によって錯視が誘発されることを生理指
標によって確認する目的で、跳躍移動する固
視点を追跡しながら課題を行う条件でも脳
活動計測を行った。 
 実験には国際電気通信基礎技術研究所（Ａ
ＴＲ）の保有する 1.5 テスラ MRI 装置を用
いた。被験者（11名）は歯型により頭部を固
定し、眼球運動を計測した状態で実験を行っ
た。各被験者において、第一次視覚野（Ｖ１）
と視覚的運動に選択的に応答する領野（ヒト
ＭＴ＋）の MRI 画像中の位置を予め特定し
ておき、「蛇の回転」刺激と統制刺激の観察
時にＶ１とヒトＭＴ＋において脳活動を示
す信号がどのように変化するかを解析した。
「蛇の回転」刺激と統制刺激に対する信号の
差を錯視に対する脳活動の指標とした。 
 
 
４．研究成果 
 
 脳活動計測実験の結果、被験者が錯視に注
意を払うことができない条件でも、ヒトＭＴ



＋において錯視図形観察時に脳活動が増大
することが明らかにされた。この傾向は被験
者の眼球運動が増えることにより強まり、さ
らに注意課題を行わず錯視に注意を向ける
ことができる条件ではさらに強くなった。し
かし、このような脳活動変化はＶ１では観測
されなかった（図 5）。 

図 5 静止画が動いて見える錯視に対する脳活動。注意課題

がない場合のヒトＭＴ＋の脳活動は大きいが、注意課題中でも

眼球運動を許せば有意な脳活動がヒトＭＴ＋において観測され

た。 
 
 
 これらの実験結果から(1)静止画が動いて
見える錯視（「蛇の回転」）は、実際に運動し
ている物体を見るのと同じ脳内の部位（ヒト
ＭＴ＋）の活性化が関与していると考えられ
るものの、より低次の視覚野（Ｖ１）で変化
が生じない点が実運動を観察する場合と異
なること、(2)静止画が動いて見える錯視によ
るヒトＭＴ＋の活動上昇は視覚的注意の状
態による影響を受けうるものの、基本となる
神経活動はボトムアップ的な信号処理によ
って生じている可能性が高いこと、(3)静止画
が動いて見える錯視の生成に眼球運動が大
きく寄与していることを明らかにした。 

 そのほか、図 6のような新型の錯視を数種
類発見し、それらの心理学的性質を検討した。 

図 6 長波長色依存の最適化型フレーザー・ウィルコックス錯視。

各円盤がひとりでに回転して見える。 
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